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翰 文 内 容 の 要 旨

2次元複素多様体Xから開円板D-(EECFIiI<e)への全射固有正則写像7T:X-Dが性質

1. 写像方はD′ -D＼(0)上の各点で極大ランクを持つ

2. 7Tの各ファイバーは連結であり,第一種例外曲線を含まない

3. t∈D′に対してファイバー7TLl(i)は種数gの閉リーマン面 (非特異複素代数曲線)である

を持っとき,種数gの代数曲線の退化族であるいう｡t∈Dに対して7T-tは複素多様体Xの因子LLを定める.t∈D′のとき

因子LEを族7T:X-Dの一般ファイバーと呼ぶ｡これは仮定より種数gの非特異複素代数曲線である｡原点0∈Dから定ま

る因子Loを族7T:X-Dの特異ファイバーと呼ぶ｡因子Loを

r
Lo-∑n,(.I1

(仁 は被的かっ既約な代数曲線)

(niはT,.の重複度)

と記すとき,Loから定まる整数の組

(r,ni,P(ri),rl･Tj(1≦i<j≦r))

を特異ファイバーLoの数値的タイプと呼ぶ｡ここでP(ri)はriの仮想種数を表す｡

種数g-1の場合は小平が楕円曲面の研究に関連して特異ファイバーの数値的タイプを決定し10タイプしかないことを

示した｡この小平の結果は楕円曲面の研究で決定的な役割を果たしている｡ 小平の研究に刺激を受けて,種数g-2のとき,

飯高とOggは独立に特異ファイバーの数値的タイプの分類を行い,上野 ･浪川はさらに複素解析的な細かい分類を行って,

すべてのタイプの特異ファイバーを決定しかつ具体的に構成した｡この場合の特異ファイバーのタイプは140タイプであ

る｡

本申請論文は種数g-3の代数曲線の退化族の特異ファイバーの数値的な分類を考察したものである｡本論文によってg

-3の代数曲線の退化族の特異ファイバーは基本的に4343タイプあることが判明した.ただし,この分類数は単なる数値的

タイプの分類よりは少し精密な分類になっている｡

申請者による特異ファイバーの分類の概略は以下の通りである｡ 種数gの曲線の退化の数値的タイプの分類に関する一般

論は既に申請者が参考論文で得ており,種数3の場合に適用することができる｡ ただし,その過程で種数3の場合の特殊性

を考慮して最終的な分類を行う必要がある｡申請者はエOが可約因子の場合にはエOの成分に

T12<O,T2･Kx≧0

を満足するものが存在することに注目し,このような性質を持っエOの成分すべてをまとめて "幹"と読んだ｡申請者は,ま

ず,幹のタイプが有限個であることを示し,そのすべてのタイプを書き上げた｡次に問題になるのが,幹を結ぶ (-2)曲

線 (自己交点数が-2である射影直線)の配置である｡ このような配置を申請者は #技"と呼んだ｡枝の形に関しては既に
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参考論文中にある程度の分類がなされており,それをもとにして申請者は種数3の場合の特殊性を考慮して枝の形をすべて

分類した｡最後に,種数3の曲線の退化となる可能性のある枝と幹との組み合わせをすべて決定した｡このようにして得ら

れる因子が種数3の退化に実際に登場することは,すなわち可能な数値的タイプをもった因子が実際に種数3の曲線の退化

に出てくることは,一般の種数の場合を考察したWintersによって示されている｡したがって,以上によって種数3の代数

曲線の数値的タイプはすべて決定されたことになる｡ 申請者は申請論文中で枝と幹との組み合わせに関して,単に数値的タ

イプを考察するのではなく,さらに精密な組み合わせを考察して,種数3の代数曲線に関しては4343タイプの退化が存在す

ることを兄いだした｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

代数曲線の1次元族を考察し,曲線の退化を研究することは小平邦彦の楕円曲面の研究に始まる｡小平は楕円曲線,すな

わち種数1の曲線の退化を考察して,その数値的タイプの分類を行い,数値的分類で登場するすべてのタイプの退化が実際

に実現することを退化を具体的に構成することによって証明した｡この構成法はさらに小平の楕円曲面の構成理論で重要な

役割を果たしている｡小平の研究に刺激を受けて,研究は二方向で行われた｡一つは種数2の代数曲線の退化の研究を行う

こと,もう一つは一般の種数に関して退化で登場する因子の持っ性質を明確にする研究である｡ 第-の方向は,飯高,Ogg

によって独立に行われ,さらに上野 ･浪川は種数2の代数曲線の退化をその複素構造も加味する形で行い,精密な結果を得

た｡一方,M.Artin,Wintersは代数曲線の退化の一般論を取り扱い,退化で出てくる因子の持っ性質を研究した｡Winters

はこうした性質を持つ因子は実際に曲線の退化として登場することを示している｡

こうした一連の研究の後,曲線の退化の研究に関してはほとんど進展がなかった｡それは,種数3の曲線の退化を考える

場合,退化して出てくる因子のタイプは数千種類あることが,単純な考察から判明しており,実際に分類を行うことは不可

能に近いと思われていたからである｡こうした中で,申請者は種数3の曲線の退化を数値的に分類するための考察を行い,

その具体的な分類に成功したことは高く評価できる｡しかも,その分類の方法は種数3の代数曲線に固有のものではなく,

一般の種数にも適用できる形であることは特筆に値する｡種数4以上の代数曲線の退化の分類は,手計算で行うのはほとん

ど不可能であると思われるが,申請者の手法により,分頬をコンピュータに行わせるためのプログラムを作成することは可

能と思われ,本申請論分はそのための基本的な第一歩であると考えることができる点も重要である｡

種数3の代数曲線の退化の分類によって,代数曲線上に種数3の曲線を一般ファイバーとして持っ代数曲面の研究に関し

て詳細な情報が得られ,この方面の研究に資することが期待される｡また,参考論文では,一般の種数の代数曲線の退化の

分類に関して基本的な結果が得られておりこれも重要な結果である｡

よって本申請論文は博士 (理学)の学位論文として価値あるものと認める｡

平成12年1月31日,主論文および参考論文に報告されている研究業績を中心として,これと関連した研究分野について

口頭試問をした結果,合格と認めた｡
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